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まつざき県議は、「すべての肝炎患者の救済を求める鹿児島

県民の会」の総会に参加し、来賓として挨拶を行いました。

 全国で推計３５０万人もいると言われるＢ型・Ｃ型の肝炎

患者は、注射の回し打ちや輸血、血液製剤の投与など、自ら

には責任がないにも関わらず、高額な治療費や肝硬変、肝が

んにまで進行する病魔に苦しんでいます。 

 すべての肝炎患者の救済のためには、安心して治療を受け

られるように、国も県も役割を果たすべきです。 

 橋下氏の「従軍慰安婦は必要だった」という発言は、戦争当時、女性を性の

はけ口、道具として利用した「従軍慰安婦」を肯定するもので、米軍に対する

「風俗利用」の発言は、沖縄のおかれている現状を容認し、基地があるゆえに

性犯罪被害に苦しみ続けてきた沖縄の人々を傷つけるものです。女性の人権

も、男性の人権も踏みにじるもので、断じて容認できません。 

 この呼びかけに応えた２７人の女性議員の連名で、抗議文を橋下徹市長に送

付しました。（全文は裏面に掲載） 


